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B-56)Hydroxyapatiteplate をは さむ 自棄預

樵移植骨 による頚椎前方固定法
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最近,頚椎前方固定術において自家頚椎を移植骨とす

る,いわゆる,WilliL7unS--一･Isu法が施行さI'tるようになっ

てきてし､る.これまで移植骨としては通常.腸骨が伺い

L､つれるが,この方法は腸骨採取に伴う合併症が避けられ

しかも術中大 きな視野が得 られる意で非常をこ優れた方法

である.ただし.充分な自家頚椎移植骨片が得r)かない

場合.組ム合わせた移植骨がどうしても薄くなる傾向が

あi),手術後早期の固定力に問題が生 じるものと思われ

る.この結果.術後の椎体配列の前湾消失.移植骨移動

等が起きることがある.この対策として我々は,Hydl･(1-

xyapatiteplate(気孔率50,9,b.厚さ 5rrm.アべ七ラムR)

を自家頚椎骨片(こ合わせ切 りこItを自家頚椎骨片にて上

したものを移植 スペーサ一一として挿入する:1'.夫を加えて

いる.移植骨は厚さは 14.-16mm のものが得t､二)わるよ

厚さを増 した移植骨を使用することで安定 した固定が術

後早期よ明きUIIlるものと考える, ビデオを供覧 しこの

術式の詳細を述べる.

B ,: ;:t･･.･.I;. :､::.‥;､;.･･:､{･､ 一 門.;'･-'

問板-ルニアの-手術例
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胸椎椎間板-′しこアにおける椎間板摘出iこは様々な ap-

proaehが考案されている.Retro-pleuralapproachに

の 1例を経験 したので報告する.症例は47歳男性, 5年

前から右胸背部鈍痛あり. 3年前かLL)右上肢脱力が出現

し徐々i･こ増悪 した.更に3ケ前より左下肢の しびれ感,

右下肢の脱力を自覚するよF'になった.入院時,右上肢

蘇峰と右 Th5以下の Brown-Sequardsyndromeを

呈 しており,車椅子歩行であった.画像診断にて頚椎症

に加えて,Th5:'6胸髄右半分を圧排する椎間板-ルこ

了を認めた.頚椎の前方除 圧 固 定 術 に て 右 上 肢 麻 噂 は 改

善,術 1ケ月後に胸椎-′しこ丁を摘出 した.側臥位とし

右第6肋骨近位部約 10cm を切除,end()thoracicfaseia

を pleuraかLt)剥離 しなが!､_)第6肋骨の走行に沿って切

開 した.第6肋骨頚部を横実起,椎体かL-1切除 して Th

5.･■6椎問に至った.願徴鏡下に椎間板切除を行い,終板

を削 や,襖艇靭帯翻 こ突出していた椎間板組織を摘出し

た.摘除 した第6肋骨を推間iこ移植 した.術後 Brown-

Sequardsyndr(一meは改善 し独歩可能 とな った.

Retropleuralapproaehは,一本の肋骨切除にて充分

な術野が得王･L:,Ilること,trams-thoracicapproachに比

較 して術後の呼吸管理が容易なことより胸椎椎間板へJL

二丁摘出に際 Lて有用な approachと考えユニ〕れた.

B-58)頚椎椎間板障害に対する前方除圧術の

新 しい試ム

ー頚椎前方除圧後の 自棄椎体,椎間

板 ur一itの移植術一
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頚椎椎間板障害例に対する艶牲前方問是術は 1950年

代より行われ 広 く普及 しているが.本法の問題点とし

ては,術後,固定隣接惟問に負荷が加わ･rl,椎間板変性

が助長さItることがあることが指摘 されている.そのた

め,術後改善 した病状が再び悪化し,再手術が施行され

ることがある.我々は上記問嘩点を解決することをE]的

として,手術堆問 しべ′し.の可動性を温存させる手術法を

1993年 1月より採鞘Lた.本報告では,術後の MRI,

X-P 所見を検討することによt'),手術樵間の可動性の

有無,固定隣接椎問の変化を検討する予定である.対象

は,頚椎前方除圧後.自家椎体,椎間板 unitを再移植

した頚椎椎間板障害47例 (男性32名.女性15名,年齢27

読-72歳,平均50歳)である.術後経過観察期間は6ケ

月- 3年 3ケ月,平均 1年 7ナ月であるが,全例神経症

状の改善が得られている.なお.術後は,術翌日より頚

部カラー装着にて,離床 した (頚部カラー, 2ケ月間着

用).

B159)著明な側方進展を示 した類推後縦靭帯

骨 化症 に対す る前方除圧固定 術
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頚椎後縦靭帯骨化症に対する前方除圧固定術は顕微鏡

手術の導入により安全に行われる様になって来たが,刺




